
＜編集・発行＞ ダイバーシティ・サポート・オフィス事務局
〒305-8560茨城県つくば市梅園1-1-1 つくば中央第1事業所（つくば本部・情報技術共同研究棟）国立研究開発法人産業技術総合研究所 ダイバーシティ推進室内

TEL：029-862-6418 FAX：029-862-6882 E-mail：diversity-s-office-ml@aist.go.jp URL：https://unit.aist.go.jp/diversity/ja/dso/

DSO News Letter

-1-

DSOの活動紹介

No.92, 2018.10.31

■ ■ ■ D S O会長就任のご挨拶 ■■■

１９８９年に名古屋大学で学位を修得、その後、富山県工業
技術センター研究員を経て、１９９３年に工業技術院名古屋
工業技術試験場（名工試）に入所、２００１年の産業技術総合
研究所（産総研）への組織編成を機にグループ長に就任、
２０１３年に首席研究員に就任、その後、２０１６年６月に本部
組織の評価部長としてつくばへ異動、翌年４月に現職に着任
しました。この間の研究現場で過ごした約２７年間は、溶液化学に
基づいた機能性材料の開発に関する研究活動に従事し、実施部隊として「技術を社会
へ」に尽力してきました。

「研究に性別は関係しない」が現場での私の基本でした。素晴らしい研究であればあ
るほど、研究者の個性が見え隠れするものですが、性別が関与することはない。研究
を進める過程で、幾度も乗り越えなければならない「決断」は個性に基づいているから
だと思います。また、実験に熱が入れば入るほど、結果への個性の寄与は強くなるよ
うにも感じます。「こんな凄い研究を誰がしたんだろう？」論文を読んだとき、単純な疑
問をお持ちになった経験は多いと思います。論文から著者の名前や所属が分かり、関
連文献をさらに深く調べることにより、専門分野や出身大学などの経歴を知ることがで
きます。この一連のアプローチによって、研究成果の根源に近づくことができます。こ
の際に、性別は問題にならないのです。

一方、「ナンバーワンからオンリーワンへ」と研究者に求められる要求が変わりました。
これからは共創の時代とも言われます。「技術を社会へ」橋渡しするためには、オン
リーワンを尊重するとともに、オンリーワン同志の共創が必要とされるようになったの
です。研究成果を基にして、社会が必要とする技術を開発し、社会の中に実装するこ
とが強く求められていますが、その際には、オリジナリティの一方的な押し付けではな
く、お互いの強みの理解を礎にして、協力してモノを作り上げる力を磨かなくてはなりま
せん。今まさに多様性を活用することがイノベーションのための戦力となっています。

先に触れた「私の基本」はブレないものと確信していますが、多様性を積極的に活用
するためには、「性別」や「国籍」などの特徴を正確に分析することは必要でしょう。組
織を構成している多様な人々が個人の能力を存分に発揮して活躍することができるよ
うに、これまでとは少し違った視点を加え、一連の企画に取り組んでいきたいと思いま
す。会員皆様にはご協力いただきますようお願い申し上げます。

DSO会長
産業技術総合研究所 理事 加藤一実
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DSO参加機関の活動紹介
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【日時】 平成30年11月12日 13時45分～15時25分
【講師】 麓 幸子氏（日経BP総研フェロー 日経ウーマ
ン元編集長、発行人）
【場所】 農研機構 第一研究本館 大会議室 （茨城県
つくば市観音台3-1-1）
【申込方法】 メールでお申し込み下さい

f-support@ml.affrc.go.jp 11/8締切
【問合先】 農研機構ダイバーシティ推進室

f-support@ml.affrc.go.jp
【DSO参加機関以外も対象】 どなたでもご参加いただけ
ます

■ 農業・食品産業技術総合研究機構：
NAROダイバーシティDay第１部 平成30年度ダイバーシティ推進セミナー
「人材を生かす組織マネジメント-ダイバーシティ推進の必要性とその効果-」 ■

【日時】 平成30年11月21日（水）14時30分～16時
【講師】 千葉市あんしんケアセンター小仲台 社会
福祉士・認知症サポーター養成講座講師
【場所】 千葉大学 西千葉キャンパス 附属図書館
アカデミック・リンク・センター1Fひかり
【申込方法】 参加費無料・要事前申込 締切：11月
14日（水）
【関連情報】
http://www.gakuzyutsu.chiba-u.jp/event/news181001.html

【問合先】 千葉大学 運営基盤機構 男女共同参画
推進部門 E-mail ryouritsu@office.chiba-u.jp
【DSO参加機関以外も対象】 どなたでもご参加頂け
ます。

■ 千葉大学 : 
「認知症を知る・介護をささえる」 千葉市認知症サポーター養成講座 ■
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【日時】平成30年11月19日(月) ～ 20日(火) 
【場所】産業技術総合研究所 つくばセンター中央 共用講堂 （茨城県つくば市東1-1-1）
【申込方法】下記必要事項を申込アドレス< 2018-ml@aist.go.jp >へお送りください。

【氏名】【よみがな】【大学院・大学・研究所等】【学年等】【宿泊案内希望】
締切は11月5日16時です。お申し込み受付後、ラボ見学ツアー先等のご希望を伺う
入力フォームをお送りします。

【関連情報】https://unit.aist.go.jp/diversity/ja/event/181119_div_event.html
【問合先】産総研ダイバーシティ推進室 イベント事務局 < 2018-ml@aist.go.jp >
【DSO参加機関以外も対象】 女子大学院生・ポスドク 等 （事前申込制、先着80名）

■ 産業技術総合研究所：
女子大学院生・ポスドクのための産総研所内紹介と在職女性研究者との懇談会
Female Graduate Students Laboratory Tours 

and Round Table Talk with Women Researchers in AIST ■

【日時】平成30年12月3日（月）17時10分～18時30分
【場所】ホテルメルパルク名古屋 平安[2階] （愛知県名古屋市東区葵3-16-16）
【申込方法】下記URLの申込フォーム よりお申し込みください （事前申込制）
【関連情報】https://unit.aist.go.jp/diversity/ja/event/181203_div_event.html
【問合先】産総研学生セミナー事務局 diversity-event-office-ml@aist.go.jp
【DSO参加機関以外も対象】 修士・博士課程学生、ポスドク

■ 産業技術総合研究所 : 産総研学生セミナー ■
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■ ■ ■ 平成30年度DSO総会・懇話会・交流会 (2018/9/28) ■ ■ ■

【DSOメンバー：20機関】
産業技術総合研究所、森林研究・整備機構 森林総合研究所、
物質・材料研究機構、農業・食品産業技術総合研究機構、
千葉大学、筑波大学、神戸大学、土木研究所、国立環境研究
所、国際農林水産業研究センター、防災科学技術研究所、
高エネルギー加速器研究機構、理化学研究所、宮崎大学、
上智学院、岡山大学、宇宙航空研究開発機構、大阪大学、
量子科学技術研究開発機構、建築研究所 （加入順）

ダイバーシティ・サポート・オフィスのご案内 ダイバーシティ・サポート・オフィス（DSO）は、つくばを中心に
全国の研究教育機関をメンバーとして、平成19年より男女
共同参画を連携して推進してまいりました。現在は、参加機関
相互のイベント機会提供や、年２回の担当者による情報・意見
交換会を行っています。DSOへのご参加も歓迎しております。
最近の取り組みを広く知らせたい、DSOの繋がりでイベントを
開催したい、もっと働きやすくする制度を設るために運用中の
機関の話を伺いたい、などお気軽に事務局までご一報ください。
新たな事務局を1年間どうぞよろしくお願いいたします。

■ ■ ■ 平成30年度DSO運営体制のお知らせ ■ ■ ■

平成30年9月28日(金)つくば市の産総研にて、12機関34名のご参加をもってDSO総会
を開催しました。新規参加2機関のご紹介に始まり、活動報告が行われ、筑波大学ご
提案によるつくば女性研究者支援協議会との連携継続も承認されました。最後に会
長機関として産総研が選出されました。引き続き行われた懇話会では、3つのテーマ
①「男性職員の育児休業取得について」②「職員研修（研究職向け、事務職向け、外
国人スタッフ向け）について」③「メンター制度（研究者向け、事務職向け）」が話し合わ
れました。 ①男性の育児休業は、取得者・取得予定者から直接話を伺うことが

でき、また長期で取得するための周囲の理解と職場の雰囲気作りに
ついて話題になりました。②研修は、基本となる階層別の研修に加え、
職種毎の研修状況を共有しました。③メンター制度は、メンティ対象
が研究職・事務職・その両方とそれぞれの機関で異なり、マッチング
で考慮する研究分野・入所年次・性別も様々な考え方で運用されて
いることを知ることができました。

DSO会長 加藤 一実
産業技術総合研究所 理事

DSO幹事 高山 範理
森林研究・整備機構 森林総合研究所 企画部 研究企画科 ダイバーシティ推進室長

竹内 孝夫
物質・材料研究機構 人材部門長

兼松 聡子
農業・食品産業技術総合研究所機構 本部人事部 ダイバーシティ推進室長

佐藤 縁
産業技術総合研究所 総務本部 ダイバーシティ推進室長

井出 ゆかり
産業技術総合研究所 総務本部 ダイバーシティ推進室

DSO事務局 産業技術総合研究所 総務本部 ダイバーシティ推進室内（担当：中村、船見）
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